
報告書
International Advanced Training Course

⾧崎大学の修士課程・博士課程の大学院生と国際機関等(国際放射線防護委員会（ICRP）、経済
協力開発機構/原子力機関（OECD/NEA）、フランス放射線防護原子力安全研究所（IRSN）、フ
ランス原子力防護評価センター（CEPN）、シンガポール大学、ライプニッツ予防研究・疫学研
究所（ドイツ）等の災害・被ばく医療科学分野の専門家、あわせて17名が10月30日（月）～11月
3日（金）の日程で福島県の浜通りで開催されたInternational Advanced Training Courseに参
加しました。
本コースは⾧崎大学福島未来創造支援研究センターが主催であり、福島イノベーション・コース
ト構想が実施している「大学等の「復興知」を活用した人材育成基盤構築事業」の一環として実
施しました。本コースは、⾧崎大学が自治体や住民と協力して行ってきた原子力災害からの復興
支援の経験に基づき、福島原子力災害からの復興支援を実践的に学ぶことを目的としています。

1日目：10月30日（月）
福島県双葉郡双葉町にある双葉町産業交流センター（通称F-BICC）において⾧崎大学福島未来創
造支援研センター の高村昇センター⾧の開会挨拶ののち、⾧崎大学健康リスク学研究分野（前国
際放射線防護委員会副委員⾧）のジャック・ロシャール教授より国際機関など専門家の参加者紹
介と「IDPA方式を使ってのステークホルダーとの対話の重要性」についての講義がありました。
午後からは東日本大震災・原子力災害伝承館館⾧でもある高村先生の案内のもと過去にない複合
災害（地震・大津波・原発事故）について伝える東日本大震災・原子力災害伝承館と、地震と津
波に見舞われた震災遺構浪江町立請戸小学校を見学しました。最後に、高村教授が「⾧崎大学福
島復興支援の概要」について講義を行いました。

2日目：10月31日（火）
富岡町にある東京電力 廃炉資料館で東京電力福島第一原発事故（以下、福島第一原発事故）の概
要・廃炉・処理水について見学したのち、富岡町にあるふたば医療センター附属病院の病院⾧で
ある谷川攻一先生より「福島第一原発事故から12年を経た被災地の現状-医療体制整備-」につい
ての講義がありました。午後からは国内外で大きな話題となり関心を集めている「ALPS処理水
の海洋放出」について経済産業省の木野正登参事官の講義と⾧崎大学原研国際の松永妃都美助教
による「福島第一原発事故被災住民とのリスクコミュニケーション」についての講義がありまし
た。続いて国際専門機関などの参加者は富岡町食品検査所で食品等に含まれる放射性物質濃度の
測定や⾧崎大学富岡町拠点の活動などを、留学生はとみおかアーカイブで複合災害がもたらした
地域の変化などを2か所に分かれてそれぞれ見学しました。

３日目：11月1日（水）
大熊町にある中間貯蔵施設で福島県内各地からの除去土壌等の輸送、処理・貯蔵、再生利用の取
り組みについて見学しました。途中、貯蔵施設構内でバス降車が許可され、線量測定をすること
ができました。午後からは震災当時「避難所」と使用していた大熊町保健センターにおいて、福
島大学環境放射能研究所（以下、IER）のヴァシル・ヨシェンコ教授より「セシウム137の森林で
の動き」について講義の後、IERの富岡町フィールドへ移動。森林の中での放射線の測定方法や
除染について説明を受けました。
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４日目：11月２日（木）
川内村にあるドローンパーク川内において、川内村住民で現在ドローンパーク川内の代表である神藤
俊男氏より、事故当時の体験とドローンパーク川内の創業について講話がありました。続いて、ド
ローンパーク内の空間線量率の測定のためパーク内を移動しながら事故当時と現在の線量比較をしま
した。午後は川内村のいわなの郷において、川内村 遠藤雄幸村⾧より「川内村の震災から復興までの
歩み、現在の課題」について、引き続きかわうちラボ 井出寿一理事（福島県川内村元総務課⾧）より
「福島第一原子力発電所事故による自治体職員としての被災経験と復興」について講義がありました。

５日目：11月３日（金）
双葉町にあるF-BICCにおいて、海外の専門家による国際機関や大学の活動状況などの紹介に引き続き、
専門家と学生のディスカッションが行われました。午後はロシャール教授の司会の下、研修コースの
まとめが行われました。最後に、ロシャール教授と高村センター⾧のまとめで本年度のInternational 
Advanced Training Course2023を締めくくりました。

Thank you for a perfect organization!

-gratitude from the experts-
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